
東・中央アジアおよびコーカサス
地域別概況
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2023年度
事業規模合計

578.36億円

地域事業規模

　東・中央アジアおよびコーカサス地域
の協力対象国は、ユーラシアの内陸部
に位置するモンゴル、中央アジア5カ国
とコーカサス3カ国の計9カ国です。
モンゴル、カザフスタン、トルクメニス

タン、アゼルバイジャン、ウズベキスタン
はエネルギーや鉱物資源に恵まれている
一方で、各国の経済は資源の国際価格
の変動に影響されやすく、資源依存から
の脱却が課題となっています。他方、エ
ネルギー資源に乏しいタジキスタンやキ
ルギスでは、ロシアなどへの出稼ぎ労働
者による送金がGDPの大きな割合を占
めており、経済的な自立に向け、国内産
業の育成と雇用の創出が急務です。

自立と安定に向けた協力  

　この地域は、中国とロシアのほか、ア
フガニスタンや中東諸国と国境を接して
おり、これらの国から政治・経済的な影
響を強く受けています。

　各国の自立と安定が維持されること
は、ユーラシア大陸全体の安定に不可
欠です。この認識の下、JICAは法整備
などの「ガバナンス強化」、民間主導の
経済活動の活性化や中小企業振興など
を通じた「産業多角化」、空港、道路や
発電所などの「インフラ整備」、日本人材
開発センターや留学生事業など「人材育
成」の4分野を柱に協力を進め、域内の
連携促進にも取り組んでいます。

2023年度はウズベキスタンに対し
て、民間セクターの成長や経済情勢の
影響を受けやすい脆弱層を支援する財
政支援借款を供与しました。また、経済
制裁下のロシアを通らない「カスピ海
ルート（中央回廊）」の物流機能強化を
支援するための調査などを実施。2024

年度も域内および他地域との連結性強
化に資する広域協力を進めていきます。
さらに、産業の多角化に向けた取り組み
として、モンゴルでは工学系人材の育成
やその環境整備を進めていきます。

ウズベキスタンでは発電所など多くの分野で
円借款事業が実施されている　［写真：渋谷敦志］

依存からの脱却と産業の育成が課題

59.84億円

495.99億円

22.53億円

（注1）JICAの事業規模とは、2023年度に
おける技術協力（研修員＋専門家＋調
査団＋機材供与＋青年海外協力隊／
海外協力隊＋その他海外協力隊＋その
他経費）、有償資金協力（承諾額）、無
償資金協力（新規G/A締結額）の総額。

（注2）複数国・地域にまたがるもの、および
国際機関に対する協力実績を除く。

（注3）四捨五入の関係上、合計が一致しな
いことがあります。

技術協力

有償資金協力

無償資金協力
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eラーニングを使ったスキルアップ研修を受講する現役の薬剤師。人々の健康と患者
の命を守るために不可欠なさまざまな知識を身に付ける

キルギス 薬剤師継続教育及び国家試験開発事業普及・実証・ビジネス化事業

Global Agenda 06    保健医療

薬に対する基本的な知識が不足
日本で薬剤師は、処方箋に基づく調剤や服薬の説明
だけでなく、薬を適正に使用するためのアドバイスをす
るなど、私たちの健康を守る身近な存在となっています。
中央アジアに位置するキルギスは、心血管疾患や糖尿
病など非感染症疾患（NCDs）による死亡率が高く、血
圧や血糖コントロールなど継続的な服薬管理が必要な
人が多くいます。人口比でみると薬局や薬剤師の数は多
いものの、薬に関する基本的な知識が不足し、服薬管
理に重要な患者への説明が十分でないほか、医薬品の
不適切な販売や多剤投与といった問題も起きています。

NCDs対策の進展に期待
こうした問題を抱えるキルギスで、株式会社薬ゼミ情
報教育センターがJICAの中小企業・SDGsビジネス支援
事業を通じて、2019年5月に薬剤師の育成支援を開始。
同社は日本の薬学教育に45年以上携わってきた実績を
持つ企業です。事業の開始当初、薬剤師に必要とされる
技術や知識といった職能基準がないため教育目標を定め
ることが難しく、また薬剤師の国家試験がないため薬剤
師の質が一定ではないことなどが確認されました。
　そこで、2021年5月から約3年間、薬ゼミ社が実施し

た実証事業では、薬剤師の職能基準案を策定するととも
に、国家試験の導入に向けた取り組みを支援。また、薬
ゼミ社の「eラーニング」を活用し、薬剤師のスキルアッ
プを目的とした研修のほか、薬学部の学生を対象に国家
試験を想定した学習支援などを行いました。
　その結果、薬剤師の職能基準といった法的な制度の
基盤づくりに貢献したほか、研修や学習後のテストから、
薬ゼミ社が提供する薬学教育の効果が実証されました。
　現地ではこうした薬剤師の育成に向けた取り組みを通
じて、NCDs対策が進展するものと期待されています。

日本の薬学教育で頼れる薬剤師を育てる

職能基準が政府に承認されました

保健省、教育省、大学、薬剤師会、現地
大手薬局、医師、看護師などさまざまなメ
ンバーが協力し、「患者の命を守るため
の薬剤師のプロフェッショナルスタン
ダード（職能基準）」を完成させました。
それがキルギス政府から承認されたこ
とは、計画を上回る成果でした。  

薬剤師の職能基準を検討・作成したメンバー
株式会社薬ゼミ情報教育センター
中島大理さん

事例
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